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現代社会は､ 少子高齢化へと向かっており､
家族や地域における育児機能は低下し､ 身近な
サポートが少なく､ 子育て中の母親は深刻な課
題を抱えている｡ 育児で苛々することが多い母
親はこの約20年間に１割から３割に増加､ 約２
割が ｢子どもの育て方について自信がもてない｣
と回答している｡ 2008年度の児童虐待相談件数
は統計開始の2011年と比較すると5.7倍に増加
しており､ 厚生労働省の平成23年度の統計では
56例58人の児童が虐待死しているとの報告がな
されている１)｡ これに対して､ 我が国の政策で
は ｢子ども・子育て応援プラン｣ に基づき地域
の子育て支援等､ 総合的な取り組みを進めてい
るところである２)｡ 一方､ 2008年度においては､
企業を含めた地域ぐるみでの子育て支援に関す
る取り組みの普及を図るとともに､ 妊婦健診の
公費負担の拡充､ 保育所等の集中的整備など､
喫繁の重点的な対応をはかり､ 母親が安心して
子育てができる社会をつくっていくことが大き
な課題となっている｡ 看護専門職も､ 母親が子
どもを産み育てることを支援する重要な役割を
担っていかなければならない｡
妊娠・出産・育児に関する研究は､ 従来､ 母
性性や母性意識という母親に焦点を当てた研究
が蓄積されてきたが､ 近年Maternal Confidence
が母親となる過程に深く関与しているとして注
目されている｡ Maternal Confidenceは､ 母親に
なる過程は学習や経験により導かれるものとし
て注目しており､ 母親になることが､ 先天的な
要因ではなく､ 妊娠・出産・育児といった過程
で獲得されるという理論的な根拠となっている｡
八重樫ら３)は母親の子育て不安と児童虐待との
関連性を報告しており､ また､ 東ら４)は育児困
難状況に関連する要因として母親の子育てへの
自信のなさを報告している｡ 母親が母親になる
こと､ 母親であることに安心感や自信をもって
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本研究では､ Maternal Confidenceの概念および看護介入に関して文献検討をおこなった｡ Maternal Confidenceは様々
な理論により定義されておりBanduraのSelf-Efficacyの理論では自己効力感と行動の相互効果のプロセスとして母親自
身が親としての課題や状況を有効に調整､ 達成することができると自信をもつことであり､ 母親の主観的な捉えが行動
を予測する重要な要因として論じられていた｡ また構成概念として､ 母親としての子どもの世話に関連する【子どもと
の生活に関する行動】【子どもとの生活に関する知識】､ 子どものニードや理解に関する【子どもの理解に関する感受
性】､ 育児の課題や状況に対する効果的な調整といった【育児に関するマネージメント】､ 子どもの健康､ 成長･発達へ
の関わりといった【子どもの健康の保持・増進】を含んでいた｡ これらMaternal Confidenceを高める看護介入として､
児の合図をよみとり敏感性を高める看護介入､ 育児を肯定・尊重する看護介入､ 育児技術に関する具体的な看護介入等
が有用であった｡
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いることが子どもを育てていく上で重要である
といえる｡ Maternal Confidenceの概念は､ Self-
Efficacyの理論５)やRubinの理論６)から様々に定
義づけられており､ 母親としての課題や取り組
み､ 子どもとの関わり､ そして､ 母親としての
成長発達に関連している｡ Maternal Confidence
は､ 母親が母親としての行動を行うにあたって
自分が行動をとる能力があるとする､ 主観的な
とらえとして母親になる過程を導くための重要
な概念である｡
そこで本論文では､ Maternal Confidenceの概
念および看護介入に関する文献検討をおこない､
Maternal Confidenceを育成する看護介入につい
ての示唆を得ることを目的に文献検討を行う｡
なお､ 文献検索は ｢Maternal Confidence｣ ｢母
親｣ ｢自信｣ をキーワードに､ 1994～2013年ま
での期間､ 文献検索を行った｡ 国内の文献につ
いては､ 医学中央雑誌を用いて ｢母親｣ ｢自信｣
をキーワードとして検索し､ さらに看護文献､
原著論文で絞り込み､ 65文献を対象文献とした｡
海外の文献についてはCINAHLを用いて ｢Maternal
Confidence｣ をキーワードとして検索し26文献
をとりあげた｡
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Maternal Confidenceの概念は､ 海外において
1980年代より､ また我が国においては2007年よ
り注目され研究報告がなされている｡
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Maternal Confidenceの考え方は､ Rubinの理
論およびHillの役割能力７)の理論およびSelf-
efficacyの理論的背景により定義されている｡
ここでは､ Rubinの [母親としての自己の確立
のプロセス] の考え方に根付いたMaternal Confi-
denceの概念定義を検討する｡
Maternal ConfidenceはRubinによるMaternal
Identityと親密に関係しており､ これらに影響
されながら発達すると論じられている７)～９)｡
Rubinの理論によれば､ ３つの領域 (理想的自
己､ 自己像､ 身体像) を含むMaternal Identity
は､ 妊娠中からの模倣､ 空想､ 脱分化を通して
Maternal Identityを自己システムに取り組んで
いく｡ この課程を通して女性は子どもとの結び
つきを形成し､ 子どもの母親になっていく｡
Maternal Identity の形成とともに Maternal
Confidenceもまた同様に形成されるものとして
捉えられており､ 一連のプロセスの結果によっ
て形成・獲得されるものとしてMaternal Confi-
denceを位置づけている｡ すなわち､ Rubinの理
論では､ Maternal Confidenceは､ 妊娠中からの
模倣､ 空想､ 脱分化を通してMaternal Identity
と同様に自己システム内に取り込まれ形成・確
立するものであるとして定義される｡
また､ ZahrらやMercerらは､ Rubinの理論に基
づきMaternal Confidenceを概念定義しており､
Zahrらは ｢実際に子どもに対してなされている
世話caretakingに関連した能力や行動に対する
母親の主観的な感情｣８)９)､ Mercerらは７)10) ｢子ど
もに対する技術や能力｣ として定義している｡
このように実際に育児する上での行動､ 技術､
能力といった行動様式に焦点があてられている｡
さらにMaternal Confidenceは､ 子どもに対して
行動をとる側面と､ 子どもとの関わりに関する
側面を含んで説明されており､ 子どもとの相互
作用に注目している｡ 子どもに対する行動は子
どもとの関わりのなかで展開されるのであるか
ら当然のことながら子どもとの関わりも注目さ
れる｡ このように育児をするうえでの行動の修
得､ 獲得をMaternal Confidenceの一つの側面と
して捉えている｡ また､ Confidenceは客観的な
能力として捉える立場もあるが､ Rubinの理論
ではMaternal Identityという主観的な世界を重
視する立場にたち､ 実際に何かできるかという
よりも､ 本人の主観的な捉えを重視していると
いえる｡
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Maternal ConfidenceはBanduraのSelf-Efficacy
の考えに基づいて概念化されている｡ Self-Efficacy
の理論では､ 人間の行動形成には自己効力感が
強く関連しているとして､ 自己効力感と行動の
両方が､ お互いに相互効果をなすプロセスであ
ると考えている｡ 母親としての自己効力感は､
子どもの世話､ 育児行動に関連しているばかり
― 126 ―
ではなく､ これらの根底をなすものともいえる｡
この母親としての自己効力感に注目してMaternal
Confidenceが概念化されている｡ Grossら11)12)は
｢育児の課題や状況を効果的に調整すること､
あるいはマネージメントすることができるとい
う母親の捉え｣ として定義づけ､ Ruchalaらは13)
｢母親への適応や､ 母親としての子どもへの世
話に重要な影響を与えるもの｣､ Loweは14) ｢有害
な陣痛の判断に影響を与える認知や動機｣ とし
て定義づけている｡ Maternal Confidenceは､ 母
親の認知的過程､ 動機付け､ 情緒的過程､ 選択
に影響を与えるとともに､ 母親としての ｢でき
る｣ といった主観的な捉えを重視している｡
Maternal Confidenceは､ このような ｢親とし
ての課題や状況｣ に対する母親の取り組み､ 子
どもとの関わり､ そして､ 親としての成長発達
に関連している｡ 特に子どもとの関わりの中で
も ｢陣痛｣ ｢子どものケア｣ ｢母親への適応｣ と
いった妊娠・出産・育児の過程において重要な
役割を担っていることが先行研究から明らかに
されている｡ これらの過程における子どもとの
関わりおよび親としての成長発達に関する課題
には､ 様々な状況や課題が存在するのであり､
これらをいかに有効に調整することができるの
かといったマネージメントがMaternal Confidence
の大きな側面である｡
このようにBandura５)の理論によれば､ 母親自
身が親としての課題や状況を有効に調整､ 達成
することができると自信をもつことであり､ 母
親の主観的な捉えが母親の行動を予測する重要
な要因となる｡
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Maternal Confidenceの定義に関して､ Gross1１)12)､
Zahr８)９)､ Mercer７)10)､ Hall15)､ Ruchala13)､ Lowe14)
らの文献を参考に構成概念について分析を行った｡
Ruchala13)らは ｢母親への適応や母親としての
子どもへの世話に重要な影響を与えるもの｣ と
して､ 子どもの世話という母親としての [行動]
に注目し Maternal Confidenceを定義するとと
もに､ [知識] も含めて Maternal Confidence
を測定している｡ また､ Zahr８)９)らは ｢子ども
への世話や子どもの理解に関して能力があると
いった母親の主観｣ および ｢母親としての感受
性や世話提供の技術｣ ｢子どもの世話に関連し
た能力や行動に関する母親としての主観的な感
情｣ として定義している｡ この定義づけでは､
母親としての子どもの世話に関連する【子ども
との生活に関する行動】の側面や､ 【子どもの
理解に関する感受性】としてMaternal Confidence
を定義している｡ このMaternal Confidenceの
【子どもとの生活に関する行動】､ 【子どもの
理解に関する感受性】といった側面はMercer
ら７)10)も同様に注目しており ｢子どもに対する
技術や能力｣ ｢子どもの発達を促進する技術や
感受性を持ち､ 子どもの世話をする能力の獲得｣
として子どもへの世話および技術といった母親
の [行動] および子どもに対する [感受性] と
してMaternal Confidenceを定義している｡ また､
Hallら15)は Maternal Confidenceを ｢児の世話
に関する知識や､ 児のニードの見極め､ 子ども
への世話への自信といった経験として進行する
上での基礎となるもの｣ として Maternal Confi-
denceを定義している｡ この定義では児のニー
ドに対する【子どもの理解に関する感受性】､
子どもの世話に関する【子どもとの生活に関す
る行動】として定義づけすると共に､ 児の世話
に関する【子どもとの生活に関する知識】の側
面にも注目している｡
また､ Grossら11)12)は Maternal Confidenceを
｢育児の課題や状況を効果的にマネージメント
することに関しての母親の捉え｣ および ｢子育
ての課題や状況を効果的に調整することあるい
はマネージメントすることができるという母親
の捉え｣ として定義づけており､ 育児の課題や
状況に対する効果的な調整といった【育児に関
するマネージメント】の側面に注目している｡
出産後４ヶ月における母親のMaternal Confidence
に関する研究では､ 構成概念として【子どもの
健康の保持・増進】が抽出されており子どもの
健康､ 成長･発達の側面も重要であるといえる｡
文献研究の結果､ Maternal Confidenceの構成
概念として【子どもとの生活に関する知識】
【子どもとの生活に関する行動】【育児に関す
るマネージメント】【子どもの理解に関する感
受性】【子どもの健康の保持・増進】の５つを
抽出することが判明した｡
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Maternal Confidenceは､ 母親､ 新生児の状況､
家族等様々な要因から影響をうけることが報告
されている｡ 母親の要因として､ 高年齢８)､ 教
育レベルの高さ11)､ 出生前教育への参加11)､
よい出産体験16)､ 出産後のストレスの低さが
Maternal Confidenceと正の相関があると報告さ
れている14)｡ また､ 育児経験のある者のほうが
Maternal Confidenceは高く７)11)12)19)､ 出産後の時
間的経過によってもMaternal Confidenceは高く
なると報告されており10)15)20)､ 出産後の育児経験
によってもMaternal Confidenceは高くなるとい
える｡ 児の要因としてMaternal Confidenceは､
児の出生時期によっても影響をうける｡ 早期産
の母親は正期産の母親よりもMaternal Confidence
の発達は劣っており７)８)９)19)､ 児が医学的な危険
から脱した後においても母親としての行動は異
なり24ヶ月の時点では､ 児への刺激や肯定的な
側面が低いスコアを示している｡ 早期産の母親
にとっては､ 児の身体的なリスクやNICUへの
入院など予期できないストレスフルな状況が
Maternal Confidenceに影響を与えConfidenceを
低下させる９)21)｡ その他､ Maternal Confidence
と家族機能とは負の相関関係がみられると報告
されている７)19)｡ 妊娠､ 出産､ 育児は家族にとっ
て危機的状況であり適応に向けての再編成の
期間でもあるため家族機能は低下する｡ しかし
このような家族状況にありながらもMaternal
Confidenceは上昇することを示している｡
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Maternal Confidenceを高める看護介入として
様々なアプローチが報告されている｡
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前原22)は､ 入院中の授乳場面および面接によ
る介入と退院後の家庭訪問による介入を実施､
その結果､ 介入群は母親役割の自信尺度 ｢合図
のよみとり下位尺度｣ 得点が有意に高かったと
報告している｡ 効果が認められた看護援助は,
『わが子の表情・行動・生理的反応への気づき
を促す』 『わが子の哺乳欲求をよみとる能力を
高める』 『新生児期の行動特徴の理解を深める』
『わが子の合図やリズムの特徴をつかむことを
促す』 『わが子からの合図であるという認識を
強化する』 『わが子の要求を解釈する体験を共
有し､ 合図のよみとりを保証・修正する』 であっ
た｡ 本間23)も同様に母親役割獲得のためのケア
として児の欲求のサインへの反応の読み取りを
高めることが母親の自信につながると報告して
いる｡ Maternal Confidenceは､ 児との生活の中
での相互作用を通して育まれていき､ 子どもの
理解に関する【子どもの理解に関する感受性】
を高めるアプローチが重要であるといえる｡ 児
の合図をよみとり敏感性を高める看護介入は､
本文献検討から明らかになったMaternal Confi-
denceの構成概念の【子どもの健康の保持・増
進】【子どもの理解に関する感受性】に関する
介入である｡
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妊娠期より育児をイメージできる疑似体験が､
出産後の育児に対する不安を軽減させ､ 母親の
自信に繋がっていくと多くの研究で報告されて
いる28)～30)｡ 妊娠期間中に育児演習型母親学級と
して ｢話しかけ・アイコンタクト・スキンシッ
プ｣ ｢抱き方｣ ｢おむつ交換｣ ｢沐浴｣ の４項目
の演習を行ったところ､ 出産後１ヶ月後ではこ
れらの項目に関する自信が形成されたと報告さ
れている29)｡ 出産後も同様に母親の話を傾聴・
共感し､ 寝かせ方等母親が習得できるまで具体
的に指導を行うことで､ 母親が自信を持つこと
ができている｡ 助産師の支援として ｢育児への
肯定的なイメージをもつ｣ ことができる関わり
は重要であり､ 妊娠期・育児期での具体的な育
児技術に関する看護介入は､ 児との生活に関す
る行動へのMaternal Confidenceを高める上で重
要であるといえる｡
育児技術に関する具体的な看護介入は､ 本文
献検討から明らかになったMaternal Confidence
の構成概念の【子どもの健康の保持・増進】
【子どもとの生活に関する知識】【子どもとの
生活に関する行動】【育児に関するマネージメ
ント】に関わる看護介入である｡
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小林24)は､ 産後１ヶ月における母親としての
自信をつける介入として､ 母親ができるように
なったと感じることや頑張ったと思えることの
母親の語りを聴き､ 承認､ 保証､ 肯定的な評価
を伝えることの大切さを述べている｡ また､ 近
藤25)は､ 生後６ヵ月未満の乳児を育てている母
親への育児教室において ｢比較ができ､ 違いを
納得できる｣ ｢悩みを成長のプロセスの中で考
えられる｣ ｢共感でき承認を得たと思える｣ と
いった働きかけにより母親は自己の成長を自覚
し自信をもつことができると述べている｡ 母親
自身が自らの育児について肯定的に受け止める
ことができる関わりが重要である｡ 風間26)は､
退院後の授乳に関する問題解決行動への関わり
の分析において ｢まるごと認める｣ ｢しょっちゅ
う側にいてずっとよくみている｣ という２つが
助産師の関わりのコアであり､ 母親の自信につ
ながり､ さらには主体的な行動を促すことになっ
ていると報告している｡ 同様に石井27)も､ 出産
後早期の授乳指導場面での関わりにおいて､
｢助産師の意図的会話と支持的態度 (つりあっ
た相互作用)｣､ ｢助産師の受容的態度 (癒され
る相互作用)｣ が母親の授乳に対する疑問や不
安を表出させ､ 授乳に対する自信や安心感につ
ながると報告している｡ 母親が育児を行う中で
悩む過程を支え､ 主観的な捉えを肯定し尊重す
る関わりがMaternal Confidenceを高めている｡
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ソーシャルサポートが得られるほどMaternal
Confidenceは高く､ その主なサポート者は夫
および､ 実母である13)ことより､ 周囲からのサ
ポート高める看護介入もまた､ 重要である｡ 知
念ら31)の不妊治療後､ 出産した女性の主観的体
験として､ ｢満足のいく周囲からの育児サポー
ト｣ によって母親は､ ｢子育てに自信｣ を持ち
｢母親としての責任｣ を感じていた｡ 母親の育
児体験認知として周囲からの ｢支援認知の高さ｣
があると､ ｢自己報酬型自己イメージ｣ を促進
し､ ｢育児体験認知｣ に影響する傾向が示唆さ
れており32)､ 母親への周囲からサポートを高め
て行く看護介入も望まれる｡
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Maternal Confidenceを高める看護介入として､
その他様々な看護介入が報告されている｡ 頭川
ら33)は､ 育児に悩む母親を対象としたグループ
プログラムの結果､ 参加前後において母親の自
尊感情尺度や家族機能尺度の得点が上昇する傾
向が示されたと報告している｡ 母親は､ 同じ悩
みを持つ人同士で話ができて気持ちが楽になり､
子どもへの叱り方や褒め方のコツを学んでおり､
グループダイナミクスを利用したグループでの
教育が､ 育児に対する意欲や自信につながって
いる｡ また､ 母親が児に行うタッチケア34)を行
うことで母親自身が癒され､ 心にゆとりが生じ､
それにより児を純粋に愛せるという良いサイク
ルができ､ 母子の絆を深める効果があると方向
されている｡ 母親は､ タッチケアを通じて日常
の体調チェックや健康的な生活リズムを意識す
る機会が増え､ 接し方に手応えや自信を得て
おり､ 児への積極的で直接的な母親の関わりも
Maternal Confidenceを高める支援として有用で
ある35)36)｡
その他､ SAT療法として母親のストレス軽減
と育児自信感支援に関する介入37)やナラティブ・
アプローチによる看護介入により母親としての
自信は高まるとの報告38)もある｡
 
本研究では､ Maternal Confidenceの概念およ
び看護介入に関して文献検討を医学中央雑誌お
よびCINAHLを用いて文献検討をおこなった｡
Maternal Confidenceは､ Rubinの理論および
Hillの役割能力の理論およびSelf-efficacyの理
論的背景により定義されている｡ Rubinの理論
ではMaternal Identityという主観的な世界を重
視する立場にたち､ 実際に何かできるかという
よりも､ 本人の主観的な捉えを重視し､ これら
に影響されながら発達すると論じられている｡
また､ BanduraのSelf-Efficacyの理論では､ 人
間の行動形成には自己効力感が強く関連してい
るとして､ 自己効力感と行動の両方による相互
効果のプロセスであると考えており､ 母親自身
が親としての課題や状況を有効に調整､ 達成す
ることができると自信をもつことであり､ 母親
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の主観的な捉えが母親の行動を予測する重要な
要因として論じられている｡ これらの理論的背
景のもとMaternal Confidenceの構成概念として､
母親としての子どもの世話に関連する【子ども
との生活に関する行動】､ 子どもの世話に関す
る【子どもとの生活に関する知識】､ 子どもの
ニードや理解に関する【子どもの理解に関する
感受性】､ 育児の課題や状況に対する効果的な
調整といった【育児に関するマネージメント】､
子どもの健康､ 成長･発達への関わりといった
【子どもの健康の保持・増進】が含まれていた｡
また､ Maternal Confidenceは､ 育児経験の有無､
母親の年齢､ 児の健康状態､ 家族のサポート状
況など､ 様々な母親､ 児の状況､ 家族の要因等
により影響をうけており､ 影響要因を含めた関
わり支援が重要であることが示唆された｡
これらMaternal Confidenceを高める看護介入
として､ １. 児の合図をよみとり敏感性を高め
る看護介入､ ２. 育児技術に関する具体的な看
護介入､ ３. 母親の試行錯誤を支え､ 育児を肯
定・尊重する看護介入､ ４. 周囲からのサポー
トを高める看護介入､ ５. プログラムを開発し､
プログラムに基づく看護介入が明らかとなった｡
今後､ 更に具体的で広く活用できるMaternal
Confidenceを高める看護介入の開発が望まれる｡
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